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お
知
ら
せ

〜
平
成
二
十
一
年
度
推
進
標
語
〜 

「
安
全
は　

意
識
と
知
識
と　

心
掛
け
」

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
の

保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
六
月

の
第
二
週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
危
険
物
の
危
険
性
を
認

識
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
取
扱
方
法

や
保
管
方
法
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

セ
ル
フ
式
給
油
取
扱
所
に
お
け
る

給
油
方
法
の
周
知

　

近
年
セ
ル
フ
式
の
給
油
取
扱
所
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
給
油
取
扱
所
で

は
、
セ
ル
フ
給
油
が
安
全
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
危
険
物
取
扱
者
が
十
分
に
監
視

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
給
油
の
手
順

や
給
油
設
備
等
の
扱
い
を
誤
る
と
、
思

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

給
油
方
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

不
安
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
は
、近
く
の

従
業
員
や
給
油
設
備
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
を
利
用
し
て
、正
し

い
給
油
方
法
の
説
明

を
受
け
て
か
ら
給
油

し
ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
適
切

な
給
油
方
法

①
自
動
車
を
指
定
さ
れ
た
位
置
に
停
車

し
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

②
油
種
（
ハ
イ
オ
ク
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

軽
油
）
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
よ
く

確
認
し
て
選
択
す
る
。

③
給
油
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
る
前
に
、
静

電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
る
。

④
選
択
し
た
油
種
の
給
油
ノ
ズ
ル
を
止

ま
る
所
ま
で
確
実
に
差
込
む
。

⑤
給
油
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー
を
止
ま
る
所

ま
で
確
実
に
引
く
。

⑥
自
動
的
に
給
油
が
止
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
以
上
の
給
油
（
継
足
し
給
油
）
は

し
な
い
。

⑦
給
油
後
は
給
油
ノ
ズ
ル
を
確
実
に
元

の
位
置
に
戻
す
。

⑧
給
油
完
了
後
は
給
油
キ
ャ
ッ
プ
を
忘

れ
ず
に
閉
め
る
。

〜
事
故
事
例
〜

　

セ
ル
フ
方
式
の
給
油
取
扱
所
で
、
給

油
ノ
ズ
ル
を
浅
く
差
し
込
み
給
油
し
て

い
た
た
め
オ
ー
ト
ス
ト
ッ
パ
ー
（
満
タ
ン

時
の
自
動
給
油
停
止
装
置
）
が
作
動
せ

ず
に
ガ
ソ
リ
ン
約
一
�
が
漏
え
い
し
た
。

問
合
せ

　

消
防
本
部　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

　

内
線
三
二
三

　
「
二
〇
〇
九
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
の
小
学
四
年
生

募
集
内
容　

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

題
材　

標
語
入
り
と
し
、
内
容
は
防
火
に

関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
可
。
標

語
は
自
由
。
平
成
二
十
一
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く

り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」
と
し
て
も

可
。

用
紙　

画
用
紙　

四
つ
切
サ
イ
ズ
（
三
八

㌢
×
五
四
㌢
）た
て
・
よ
こ　

自
由
、
作

品
の
裏
側
に
学
校
名
・
学
年
・
ク
ラ
ス
・

氏
名
を
記
載
。

画
材　

絵
の
具　

ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー　

色

鉛
筆
な
ど
自
由
。（
版
画
は
除
く
）

※
個
人
制
作
限
定
（
共
同
制
作
不
可
）

締
切　

九
月
四
日（
金
）

審
査
会　

九
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
し

次
の
賞
を
選
考
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞（
町
長
賞
・
議
長
賞
） 
各
一
名

　

優

秀

賞（
消
防
長
賞
） 

三
名

　

優

良

賞（
葉
山
町
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
） 

五
名

　

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
授
与

し
、
応
募
者
に
参
加
賞
を
贈
呈
。

　

審
査
結
果
は
、
広
報
は
や
ま
十
一
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
秋
季
火
災
予
防
週
間
に

合
わ
せ
、
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
学
び
の
広

場
で
開
催
予
定
の
作
品
展
に
て
展
示
し
ま

す
。

提
出
先
・
問
合
わ
せ

消
防
本
部　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

内
線
三
二
三

対
象　

町
在
住
在
勤
で
十
五
歳
以
上
の
人

定
員　

十
六
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
提
出

し
て
下
さ
い
。

消
防
本
部　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

内
線
二
二
二

締
切　

六
月
三
十
日
（
火
）
十
七
時

　

消
防
本
部
で
は
、
A
E
D
の
取
り
扱
い

を
含
む
救
命
講
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に
、

応
急
手
当
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

七
月
二
十
四
日（
金
）

九
時
〜
十
二
時
（
定
員
に
達
し
た
場
合

に
は
、
午
後
の
部
十
三
時
三
十
分
〜
十

六
時
三
十
分
を
開
催
し
ま
す
。）

場
所　

消
防
庁
舎
地
下
講
堂

危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

危
険
物
安
全
週
間

六
月
七
日（
日
）か
ら
六
月
一
三
日（
土
）ま
で
の
一
週
間

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

防
火
ポ
ス
タ
ー
募
集



広
報
は
や
ま
6
月
号
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◆
主
な
改
正
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

一　

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大　

（
短
時
間
就
労
者
及
び
派
遣
労
働
者
の

適
用
基
準
を
緩
和
し
ま
し
た
。）

【
新
】

①
六
か
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

こ
と

【
旧
】

①
一
年
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ

と

二　

雇
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労
働
者
に

対
す
る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
の

緩
和
と
所
定
給
付
日
数
の
拡
充

三　

再
就
職
が
困
難
な
方
に
対
す
る
給
付

日
数
の
延
長　

四　

再
就
職
手
当
の
給
付
率
引
上
げ
及
び

支
給
要
件
の
緩
和　

五　

常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付
率
引
上

げ
及
び
支
給
対
象
者
の
拡
大　
　

※
一
の
取
扱
い
は
四
月
一
日
以
降
、
二
〜

五
の
取
扱
い
は
三
月
三
十
一
日
以
降
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

可
。h

ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o.jp
/b
u
n

ya/koyou/koyouhoken.htm
l 　

雇
用
保
険
制
度
変
更
の
お
知
ら
せ

　これまで葉山町では、国民健康

保険料を「所得割、資産割、均等

割、平等割」による４方式で計算

していました。しかし、資産割の

計算根拠となる固定資産の多く

は居住用財産であることや、他の

医療制度では資産割を含めずに

計算しています。そこで、本町の

国民健康保険料の計算方法の資

産割を廃止し、「所得割、均等割、

平等割」による３方式へ変更しま

す。

平成２１年３月までの計算方法

「資産割」を含める４方式

平成２１年４月からの計算方法

「資産割」を含めない３方式

所得に応じて計算
（国保料の５０％）

所得に応じて計算
（国保料の４０％）

所得割

応能割
資産に応じて計算
（国保料の１０％）

資産割

加入者数に応じて計算
（国保料の３５％）

加入者数に応じて計算
（国保料の３５％）

均等割

応益割
世帯一律に計算
（国保料の１５％）

世帯一律に計算
（国保料の１５％）

平等割

� �

国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料のののののののののののののののの計計計計計計計計計計計計計計計計算算算算算算算算算算算算算算算算方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法がががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす国民健康保険料の計算方法が変わります
～資産割の廃止～

　

総
務
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
日
ま

で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
活
動
や
不
法

無
線
局
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
や
安
全
に
必
要
な
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携
帯
電
話
等
の
電
波

利
用
を
保
護
し
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

関
東
総
合
通
信
局

　

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　

�
〇
三－

六
二
三
八－

一
九
三
九

　

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
　

�
〇
三－

六
二
三
八－

一
九
四
五

　

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
　

�
〇
三－

六
二
三
八－

一
九
四
四

※図にある（％）は、国民健康保険料の総額の内訳で、それぞれの料率を決め
る割合です。実際の内訳は、世帯ごとの被保険者数や所得の状況によって
異なります。

問い合わせ　健康増進課　�内線２１１～２１４

　
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

〜
電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜　



７

お
知
ら
せ

◎
特
選　

＊
共
選

　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電話番号を書
いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

�

�

�

�

�

�

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
銀
杏
樹
の 
上
枝  
下
枝 
に
い
と
け
し
葉
い
て
ふ
の 
姿  
成 
す
萠
黄
の
さ
さ
め
き 

渡
辺　

裕
子

ほ
つ
え 

し
づ
え 

な
り 

な

（
評
）大
樹
の
枝
に
生
ま
れ
つ
ぐ
新
葉
が
小
さ
い
な
が
ら
す
で
に 
銀
杏 
の
葉
の
形
を 
成 
す
か
わ
い
ら

い
ち
ょ
う 

な

し
さ
。
和
歌
の
伝
統
的
な
言
葉
を
大
切
に 
詠 
う
作
者
の
ま
な
ざ
し
が
や
さ
し
い
一
首
。

う
た

　

海
渡
り
気
ま
ま
な 
朱  
鷺 
も
淋
し
か
ら
む
再
び
佐
渡
に
帰
り
し
ニ
ュ
ー
ス 

金
井　

比
佐

と 

き

　

わ
が
庭
に
も
褄
黒
豹
紋
来
て
を
り
ぬ　

蝶
の
北
限
さ
ら
に
広
が
る 

多
羅　

空
竹

　

大
阪
の
造
幣
局
の
「
通
り
抜
け
」
桜
見
ざ
り
し
つ
い
に
な
さ
ざ
り 

米
田　

宮
子

　

湧
水
の
水
面
万
物
モ
ザ
イ
ク
に
映
し
て 
忍  
野 
の
春
は
眩
し
き 

中
川　

弘
子

お
し 

の

　

荒
波
に
追
わ
れ
渚
に
打
ち
寄
せ
る
ワ
カ
メ
拾
い
つ
つ 
古 
び
と
思
う 

�
梨　

民
雄

い
に
し
え

　

景
品
の
赤
い
ポ
ス
ト
が
厨
辺
に
昭
和
の
日
日
を
思
い
出
さ
せ
て 

鈴
木　

榮
子

　

漸
く
に
一
人
ぐ
ら
し
も
馴
れ
し
と
メ
ー
ル
新
入
社
員
の
孫
よ
が
ん
ば
れ 

石
川
サ
ヨ
子

　

け
な
げ
な
り
社
会
へ
一
歩
の
ニ
ュ
ー
ナ
ー
ス
目
配
り
を
す
る
此
処
は
眼
科
医 

山
本　

ふ
で

　

老
い
妻
は
余
生
た
の
し
と
ふ
と
言
ひ
ぬ
孫
の
ひ
た
弾
く
ピ
ア
ノ
聞
き
つ
つ 

近
藤　
　

糺

◎
本
籍
を
つ
つ
じ
の
町
へ
移
し 
古  
稀  

熊
谷　

晃
門

こ 

き

（
評
）つ
つ
じ
は
、
葉
山
町
の
町
花
で
、
花
が
咲
く
こ

ろ
に
な
る
と
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
作
者
は
こ

の
土
地
へ
転
居
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
歳
月
を

か
え
り
み
る
と
共
に
す
で
に
古
稀
を
迎
え
た
と

い
う
の
だ
。
つ
つ
じ
を
通
し
て 
感  
懐 
を
述
べ
た

か
ん 
か
い

佳
句
で
あ
る
。

　

流
れ
ゆ
く
花
屑
乱
し
鯉
跳
ね
る 

伊
藤　

青
嵐

（
評
） 川  
面 
に
散
り
そ
そ
ぐ
花
び
ら
が
集
ま
っ
て
流
れ

か
わ 

も

て
ゆ
く
。
鯉
が 
跳 
ね
る
た
び
に 
花  
筏 
が
乱
れ

は 

は
な 
い
か
だ

る
。
こ
の
静
と
動
の
光
景
が
見
え
る
よ
う
で
あ

る
。

　

登
り
来
て
桜 
蘂 
降
る
文
学
館 

石
川　

光
子

し
べ

　

紫
を
好
ん
で
活
け
し
花
大
根 

熊
本　

京
子

　

雨
上
り
ひ
と
き
わ
冴
ゆ
る
柿
若
葉 

碓
井
美
津
子

　

忠
魂
碑
め
ぐ
り
て
落
花
ひ
と
し
き
り 

安
藤
と
み
子

　

磯
遊
び
子
連
れ
の
マ
マ
も
子
に
戻
り 

黒
田　

晴
江

◎
十
一
面
そ
れ
ぞ
れ
花
を
賞
で
た
ま
ふ 

安
藤
と
み
子

（
評
）十
一
面
は
十
一
面
観
音
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の

観
音
の
お
顔
が
そ
ち
ら
に
あ
る
花
、
つ
ま
り
桜

を
め
で
て
居
ら
れ
る
。
満
開
の
花
の
世
界
は
ま

さ
に
静
寂
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
身
を

置
く
者
に
と
っ
て
も
浸
り
切
る
気
持
ち
は
清
浄

で
あ
ろ
う
。

　

藤
棚
の
あ
た
り
静
け
し
朝
日
影 

伊
藤　
　

桃

（
評
）藤
棚
に
は
、
お
そ
ら
く
藤
の
花
房
が
い
く
つ
も

垂
れ
て
い
る
。
人
影
は
見
当
ら
な
い
。
そ
れ
が

朝
日
に
映
え
て
い
る
し
じ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は

ま
た
作
者
ひ
と
り
の
世
界
。
幸
せ
の
ひ
と
と
き

で
あ
ろ
う
。

　

病
み
ぬ
け
て
酒
一
献
の
春
の
宵 

黒
田　

晴
江

　

鴨
焼
を
食
べ
つ
つ
母
の
忌
を
思
ひ 

多
羅　

空
竹

　

山
裾
へ
せ
ま
る
家
を
夕
桜 

三
崎　

邦
彦

　

塵
払
ひ
埃
を
除
け
て
ひ
じ
き
干
す 

熊
谷　

晃
門

　

満
月
や
桜
浮
き
立
つ
里
の
山 

須
藤　

惠
子

�
�
�

�
�
�

�

　

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
葉
山
町
で
は
次
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
高
等
学
校
校
長
。
昭
和
二
十
六

年
田
浦
中
学
校
英
語
教
諭
。
以
来
、

横
須
賀
第
一
高
等
学
校
、
市
立
横
須

賀
高
校
教
頭
、
田
浦
中
学
校
、
横
須

賀
市
立
商
業
高
等
学
校
、
定
時
制
高

等
学
校
校
長
を
歴
任
。
そ
の
間
、
交

換
留
学
生
活
動
等
に
も
貢
献
し
、
教

育
功
労
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

元
国
鉄
門
司
電
気
工
事
局
長
、
元

大
同
信
号
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
。
国
鉄
入
社
後
た
だ
ち
に
東
海
道

新
幹
線
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
自
動
列
車
制
御

装
置
）
の
開
発
に
従
事
。
そ
の
後
、

主
要
な
信
号
通
信
設
備
の
近
代
化
を

推
進
し
ま
し
た
。
大
同
信
号
に
移
っ

て
か
ら
は
、
列
車
運
転
の
安
全
を
守

る
諸
設
備
の
開
発
、
製
造
に
貢
献
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
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�
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�
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●性犯罪捜査強化期間

　これから本格的な夏を迎えるにあ

たって、性犯罪が増えてきます。県

警察では、皆さんを性犯罪の被害か

ら守るため、６月１日～３０日の１か

月間を「性犯罪捜査強化期間」とし

て、性犯罪事件の犯人検挙に全力を

注いで取り組みます。

　～泣き寝入りしないで早めに届出

を～

　性犯罪は、「事件を他人に知られ

たくない、恥ずかしい」という思い

から、警察への届出をためらう人が

おり、それが犯人にとって犯行を繰

り返し、手口をエスカレートさせる

原因になってしまっています。

　被害にあってしまったけれど、ど

うしたらいいかわからずに届出を

迷っている人は泣き寝入りすること

なく、お近くの交番、警察署、「性犯

罪被害１１０番」にご相談ください。

　話を聞きながら、どのような手続

きで捜査を進めるかなどについて、

親切に説明します。「被害にあわれ

葉山警察署からのお知らせ  　　　　　　　　　　　　　　　 �876－0110
た女性の方へ」というパンフレット

も渡しています。

　捜査を担当するのは、被害の場所

を管轄する警察署の刑事課です。届

出を受けたら、病気予防などのため

に、警察官が付き添って病院へも

行っています。もちろん、女性警察

官の対応も可能です。

　～「性犯罪被害１１０番」のご案内～

「性犯罪被害１１０番」は、県警本部の

性犯罪捜査専門の女性警察官が親身

になって話を聞きます。

受付時間　平日８時３０分～１７時１５分

※夜間や土・日・祝祭日は留守番電

話となっています。連絡先を録音

してください。こちらから連絡し

ます。直接話を聞きたいので、

メールでの回答はしていません。

問合せ　�０４５－６８１－０１１０性犯罪被

害１１０番

●二輪車交通事故防止運動

・スローガン

　「運転に　ゆとり　やさしさ　お

もいやり」

・期間

　６月１日～６月３０日

　この期間中、次のことを重点に強

化月間を実施します。

・重大事故に直結する無謀運転の指

導取締り

・二輪車購入者や運転者に対する二

輪車安全運転講習の推進

～二輪車の交通事故防止～

・二輪車を運転するときは、ヘル

メットを正しく着用しましょう。

・夜間走行時は、反射材を効果的に

活用しましょう。

・カーブや下り坂などではスピード

を控えましょう。

・急ハンドルや急ブレーキをかけな

いような運転を心がけましょう。

・二輪車安全運転講習会等交通安全

教育の場へ積極的に参加しましょ

う。

・二輪車の特性を理解し、点検整備

をしましょう。

・悪天候時には二輪車の利用をなる

べく控えましょう。

　５月１６日、厚生労働省より神戸市

において、新型インフルエンザの感

染が確認されたとの発表がありまし

た。つきましては、今後の情報にご

注意いただくとともに、町民の皆さ

んには、冷静な対応をお願いいたし

ます。

　なお、発熱、全身の倦怠感、咳な

どのインフルエンザのような症状を

有する方は、すぐに医療機関を受診

せずに、事前に神奈川県鎌倉保健福

祉事務所の「発熱相談センター」に

必ず電話でご相談ください。

【電話相談窓口について】

神奈川県鎌倉保健福祉事務所　０４６７－２４－３９００（８：３０～１７：００）

神奈川県保健福祉総務課　　　０４５－６３３－３７７７（２４時間対応）　　　　　　　　　　　　　　０４５－２１０－７４４２

【予防法について】
　新型インフルエンザでも、予防法は、通常のインフルエンザと同じで
す。次の予防法を心がけましょう。
１　手洗いとうがいをする
　手洗いは、ウイルスのついた手で鼻、口、目などを触ることによる
感染を防ぎます。

２　栄養と休養を十分にとる
　体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくなります。

３　マスクを着用する
　他人からの感染を防ぎます。また、インフルエンザにかかってし
まった人では、咳やくしゃみの 飛  沫 により、他人へ感染させてしまう

ひ まつ

のを防ぐためにとても大切です。

問合せ　保健センター　�８７５－１２７５

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型イイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ新型インフルエンザ
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててへの対応について


